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１．「副業・兼業の促進に関するガイドライン」の改定 ～令和４年７月改定～ 

副業・兼業については、これまで厚生労働省「副業・兼業の促進に関するガイドライン（平成 30年１月策定）」（以下「ガイド

ライン」）において、労働者が安心して副業・兼業に取り組むことができるよう、労働時間管理や健康管理等の在り方につい

て示されていました。このたび厚生労働省は、副業・兼業を希望する労働者が、適切な職業選択を通じ、多様なキャリア形

成を図っていくことを促進するため、ガイドラインを改定しました。今回の改定の目玉は、企業に対して、副業・兼業への対応

状況についての情報公開を推奨していくことです。今回の改定では、「企業の対応」の項に、次の文言が追加されています。 

（１）基本的な考え方：（中略）加えて、企業の副業・兼業の取組を公表することにより、労働者の職業選択を通じて、多様な

キャリア形成を促進することが望ましい。（中略） 

（４）副業・兼業に関する情報の公表について：企業は、労働者の多様なキャリア形成を促進する観点から、職業選択に資

するよう、副業・兼業を許容しているか否か、また条件付許容の場合はその条件について、自社のホームページ等

において公表することが望ましい。 

この公表は義務ではありませんが、企業の公表が進めば、働く人は勤め先を選ぶときに、副業のしやすさを判断材料に

できるようになります。副業については大企業ほど慎重な傾向がありますが、情報を開示してもらうことで働き方の多様化に

つながると期待されています。  【厚生労働省「副業・兼業の促進に関するガイドライン」】 ※令和４年７月改定 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/000962665.pdf 

２．振替休日と代休の違い 

振替休日と代休は、どちらも就業規則に規定されていることが多いですが、違いについて明確に理解 

している事業主、従業員の方は少ないと感じます。運用を誤ると法律違反になることもありますので、違 

いを理解しておきましょう。厚生労働省によると、振替休日と代休は以下のように定義されています。 

◎振替休日：予め休日と定められていた日を労働日とし、そのかわりに他の労働日を休日とすること 

◎代休：休日労働が行われたあとに、その代償として以後の特定の労働日を休みとするもの 

振替休日は休日と勤務日を入れ替えることで、元々の休日に労働させた日については「休日労働」とはならず、休日労働

に対する割増賃金の支払い義務は発生しません。仮に日曜日が法定休日（1.35 倍の割増賃金支払い）の場合、日曜日と来

週月曜日の勤務日を交換するということを、日曜日の前日までに決定しておくことで以下のようになります。 

◎日曜日は割増賃金（1.35）の支払いは必要がなく、通常勤務（1.0）となり、来週月曜日が振替休日となる 

代休は休日勤務した代わりに休みを取ることで、休日労働分の割増賃金を支払う必要があります。こちらも仮に日曜日が

法定休日（1.35 倍の割増賃金支払い）の場合、先に休日勤務をして、後から都合の良いタイミングで代わりに休みにする日

を決定します。また、代休は必ずしも取る必要はありません。 

◎日曜日に割増賃金（1.35）の支払いが必要。その後都合の良いタイミングで代休をとることができる。 

 つまり、事前に代わりの休日を決めておくのが「振替休日」、休日出勤をした事後に休

日を決めるが「代休」ということです。 なお、振替休日については週もしくは月を越えて

休日と労働日を振り替えたときは、時間外手当として割増賃金が発生する可能性もある

ので注意が必要です。運用方法、詳細についてはお問い合わせください。 

３．夏季休暇のご案内 （８月１２日～１６日） 

上記の通り、お休みをいただきます。何卒、ご承知おきください。 

● 編集後記 ●  
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〔事務所だより〕こちらは全部お読みいただいても５分です。 

 あおぞら キー インフォメーション 

 

花火大会の中止が続いているので代わりに、母と実家の庭で線香花火大会をしました。線

香花火は４段階に変化します。蕾から牡丹（力強くはじけ）、松葉（四方八方に勢いよく）、最

後は散り菊（儚い光となりその一生を終える）と、表情豊かところが魅力の一つです。（秋山） 
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